
一般質問通告書 

（令和７年第３回定例会） 
 

質問者
質　　　問　　　事　　　項 

質 問 の 要 旨
答弁書

質問の 

相　手
 ９番　川村　義幸 

議員

１．町長選への３期目の出馬について 

栗での一点突破を目指した２期目も残り５ケ月程となり

ました。 

町長は、前回の私の質問に対して、栗の加工場は、いずれ

必要な施設と答弁されました。まだ、その考えは残っている

のでしょうか。 

栗生産者を始め多数の町民からも、目標を達成するため

に、もう一度栗加工施設の事や、今やろうとしている事も含

めて、３期目を目指してほしいとの声も聞こえてきます。 

私としても２期目でやりきれなかった事を３期目でやり

遂げて欲しいと思ってます。 

そこで、お伺いします。 

町長は、３期目の町長選への出馬について、どのように考

えているのかお聞かせください。 

不要 町長

 ５番　山本　文男 

議員

１．携帯電話等エリア整備事業について 

町は携帯電話不感地域内連絡手段の確保のため､「国のエ

リア整備事業」を活用し平成 29 年・30 年に、2基地局「南

郷山三ヶ安蔵基地局、西郷山三ヶ増谷基地局」の整備を行な

っている。 

 

①上記の 2基地局を選んだ理由は。 

 

②整備完了後、不感地帯が解消された地域の整備した当時

と、現在の世帯数及び人口の変化は。 

 

③整備後、計画どおり不感状態は改善されたのか。 

 

④携帯電話会社 2社に、今年６月に議会事務局が電話で問い

合わせた時の回答では、「国のエリア整備事業を活用して､町

で携帯鉄塔を建てるように進めれば､一定の負担をして事業

連携するかを検討していく」とのことである。 

今後､不感地域解消のため､国のエリア整備事業を活用し､携

帯電話会社と連携して鉄塔を建てていく考えはないか。 

 

以上、答弁をもとめる。 

 

２．ゴミの減量化について 

施政方針には、「環境衛生の充実」の中で、ゴミ問題に関

して、「分別収集の啓発を重点的に行い､ゴミ減量化、資源化

に積極的に取り組む」と、記載されている。 

 

①分別収集の啓発はどの様に行われたのか。また、その結果

町民のゴミ問題に対する意識の変化はあったのか。 
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②ゴミ減量化、資源化に向けどの様に積極的に取り組んでき

たのか、その施策の説明を求める。 

 

③6 月定例会では、ゴミ減量計画は策定されていないとの答

弁だった。町の条例にある様にまずは計画を策定し､目指す

数値を町民に示すべきと考えるが。 

 

④かつては、ほとんどが焼却処分されていたイベントごみだ

が、「広域連合」内の自治体においても、近年マニュアルを

作成して減量化・資源化に取組んでいる。本町の対応は。 

 

以上答弁を求める。 

 

要 

 

 

要 

 

 

 

要

 ４番　兒玉　鋼士 

議員

１．コミュニティバスの運行について 

①コミュニティバスの令和６年度の利用実績について伺う。

また、停留所毎の乗車人数の実績は、把握しているのか伺う。 

 

②バスは高齢者の利用が多いが、停留所のそばに公民館等の

建物が無く、日除けや雨除けが無い、また椅子が無い停留所

が多くある。 

乗車人数の多い停留所にでも、待合所の設置は出来ないか。 

 

③デマンドバスの運行路線の延長を要望している地区があ

る。 

　例えば、南郷又江ノ原地区まで運行しているが、その先の

又江地区まで延長の要望も聞くが、そういった地区の要望に

応えることは出来ないか。 

 

２．交通機関の充実について 

①交通不便地域解消に、公共ライドシェアに取組む考えはな

いか。 

 

３．バス・タクシー利用券交付事業の見直しについて 

①高齢者に中には、タクシーを利用する者も多いが、物価高

により負担も大きくなっている。 

現在のバス・タクシー利用券交付事業の助成額の引き上げ

が出来ないか。 
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相 手
 ３番　中田　武満 

議員

１．町内農業への支援について 

①農業への支援は就農から労働力の提供、生産性向上の為の

技術指導、補助事業利用や融資提供など各種支援策がありま

す。 

　町では本年より農家を巡回し、生産指導を行う専任職員を

配置して支援しております。その活動状況について伺いま

す。 

（1）指導日数、指導内容、指導する作物等について。 

（2）今日までの状況と今後の方針（継続・拡大）について。 

 

２．交通安全啓発看板の設置について 

①交通事故を未然に防ぐにはドライバーへ法令講習を行い、

交通安全意識を高揚することが最適ですが、事故現場におい

ては道路事情や周辺環境またはドライバーの運行状況によ

っては、やむなくの発生もあると思われます。 

　事故が多発すると想定される場所に啓発（事故防止）看板

（登り旗を含む）を設置したらと考えます。町の対応につい

て伺います。 

（例）南郷水清谷小又吐三叉路:10 年の内 5 件発生（令和

5/4 現在）
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町長

 ６番　中嶋奈良雄 

議員

１．北郷入下尾畑地区の堆肥センターの活用について 

①先日、議会と和牛生産者との意見交換会を開催しました。 

その中で、堆肥処理に困っているとの話がありましたが、

畜産業に一生懸命に取組み頑張っている人達の負担軽減の

ためにも、堆肥センターにある施設を活用して、堆肥生産を

行う考えはないか伺う。 

 

不要 町長

 ２番　早川　節夫 

議員

１．医療の充実について 

①現在美郷町の医療体制は、１国保病院及び２診療所で行っ

ている。 

　地域住民は安心・安全な医療体制を望んでいる。 

派遣医師の継続は要望活動等で行っているが、定着医師の確

保については、町として少し手薄の様に思えるが、今までど

のように対応してきたか伺う。 

②今回定着医師希望者がいたにもかかわらず、残す事が出来

なかった。患者さんの大半が残念でならないとの声です。 

　今後定着医師の確保について、町としてどう取組んでいく

のか町長の考えを伺う。 

 

２．温泉健康づくり補助金について 

①この補助金は、町民の健康と福祉の増進を図るため７５歳

以上の方と障がい者を対象に温泉施設利用券の購入代金の

一部を補助する事業であったが、令和６年度をもって廃止と

なった。 
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 　しかしこの事業について、今一度再開して欲しいと声も上

がっている。 

　もう一度精査検討をして頂き再開出来ないか伺う。 

 

３．教職員住宅の管理について 

①入居してる住宅及び空いている住宅周りの管理について、

いろいろ問題があるように思える。 

　庭木が大きくなったり、草木がおおい茂ったりしている。 

　今までは、地域の方や学校関係者または作業班等に草木を

切ってもらっていたが、中々それも出来なくなっている。 

　管理方法を考える必要があると思うが考えを伺う。
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